
平成１８年度（第３５回）

札幌芸術賞

菅村　敬次郎
すがむら　けいじろう

【受賞功績の紹介】

昭和 38（1963）年に東京教育大学文学部国文学科を卒業後、演技

者として魅力ある演技を披露し続ける傍ら、指導者として、高

校演劇の指導に全力を注ぎ、北海道の高校演劇を全国のトップ

クラスに押し上げる原動力となった。

また、戯曲集「あしたは天気」を出版するとともに、地域の農

民芸能を掘り起こし、「篠路歌舞伎」と命名し戯曲「風雪の役

者たち」にその全貌を描くなど、本市の芸術文化の振興に大き

く寄与している。

 

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和３８(1963)年　　東京教育大学文学部国文学科卒業 

昭和３８(1963)年～平成５(1993)年 

　札幌東高校・札幌啓成高校、札幌藻岩高校教諭 

昭和４８(1973)年　　全日本アマチュア演劇協議会創作脚本賞受賞 

昭和５３(1978)年　　第 1回青年劇場創作脚本賞受賞 

昭和５６(1981)年　　全国高校演劇コンクールにて、最優秀賞、文部大臣賞、創作脚本

賞を受賞 

昭和５６(1981)年　　北海道芸術新賞受賞 

昭和６０(1985)年　　高文連演劇部全道専門委員長、全国高演協理事 

平成　９(1997)年　　高文連演劇部長 

平成９(1997)年～平成１２(2000)年 

　札幌開成高校校長 

平成１４(2002)年　　札幌国際大学表現芸術コース主任教授 

平成１８(2006)年　　「小さな演劇塾」主宰 

現　　　　　　在　　北海道高等学校文化連盟演劇専門部顧問

　 全国高等学校演劇協議会顧問



  日本劇作家協会会員(北海道支部顧問)

  「小さな演劇塾」主宰


